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はじめに

このプロダク ト ノー ト では、 ドキュ メ ン トの出版後に判明した、 Sun SPARC 
Enterprise™ M3000 サーバのハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびドキュ メ ン トに関
する重要な最新情報を説明します。

技術サポート
SPARC Enterprise M3000 のドキュ メン トで解決できない質問や問題があ り ましたら、
ご使用地域の当社技術員にお問い合わせください。

米国またはカナダのお客様は、 1-800-USA-4SUN （1-800-872-4786） までご連絡くだ
さい。 その他の地域のお客様は、 次のウェブサイ トにアクセスして最寄の World 
Wide Solution Center をお探し ください。

http://www.sun.com/service/contacting/solution.html/

ソフ トウェアリソース
SPARC Enterprise M3000 には、 Solaris™ Operating System および Sun Java™ 
Enterprise System ソフ ト ウェアがプレインス トールされています。
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追加情報

追加情報については、 Solaris ドキュ メ ン トに付属の リ リース ノー ト 、 および最新の
『Solaris 10 Sun Hardware Platform Guide』 を参照して ください。 また、 このマニュア
ルに追加の補足がないかど うか、 ドキュ メ ン ト ウェブページを確認して ください。 最
新情報は、 次のウェブサイ トに掲示されます。

http://www.sun.com/documentation/

マニュアルへのアクセス
本体装置の設置、 管理、 使用のための手順は、 SPARC Enterprise M3000 のマニュア
ルセッ トに示されています。 マニュアルセッ トは、 以下のウェブサイ トからダウンロ
ード可能です。

http://www.sun.com/documentation/

注 – このプロダク ト ノー トで説明する情報は、 SPARC Enterprise M3000 のマニュア
ルセッ トの情報よ り も優先されます。

ご意見をお寄せく ださい。
Sun では、 マニュアルの品質向上のために、 お客様からのコ メン トや提案をお待ちし
ており ます。 Sun へのコ メン ト を送信するには、 次のウェブサイ トのフォームを使用
して ください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback/

コ メ ン トの送信にあたっては、 次のマニュアルのタイ トルと Part No. を入力して く
ださい。

『Sun SPARC Enterprise M3000 サーバ プロダク ト ノー ト  XCP 1081 版』、Part No. 820-
7470-10
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プロダクトノート

このプロダク ト ノー トには、 Sun SPARC Enterprise™ M3000 サーバのハード ウェア、
ソフ ト ウェア、 およびドキュ メ ン トに関する重要な最新情報が記載されています。

ソフトウェアリソース
SPARC Enterprise M3000サーバには、Solaris™ Operating Systemがプレインストー
ルされています。

最新のSolarisパッチ

SPARC Enterprise M3000サーバの必須Solarisパッチは、システムにプレインストー
ルされています。使用しているSolaris OSのバージョンに必要なパッチの一覧につい
ては、 「Solarisパッチ情報」 （P.5） を参照してください。 

追加情報

追加情報については、使用しているSolaris OSのバージョンに対応するリリースノー
トと、次のURLのBig Adminウェブサイトを参照してください。

http://www.bigadmin.com 
1
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XCP 1081 に関する一般的な情報

こ こでは、 次の内容について説明します。

■ 「XCP 1081 の新機能」 （P.3）

■ 「サポート されているファームウェアおよびソフ ト ウェアのバージ ョ ン」 （P.5）

■ 「Solaris パッチ情報」 （P.5）

■ 「Solaris パッチの入手方法」 （P.7）

■ 「XCP 1081 へのアップグレード」 （P.10）

■ 「機能の問題と制限事項」 （P.11）

■ 「追加情報および手順」 （P.12）

XCP 1081 の新機能
■ 次に示す XSCF コマンドがアップデート されています。

■ dumpconfig(8)

■ setsmtp(8)

■ setsnmp(8)

■ showhardconf(8)

詳細については、 各コマンドの man page を参照して ください。

■ 次に示す新しい XSCF コマンドがサポート されています。

■ setloginlockout(8)

■ showloginlockout(8)

詳細については、 各コマンドの man page を参照して ください。

■ 2 コア SPARC64 VII CPU のサポートが追加されています。

■ 消費電力監視機能が追加されています。
3



消費電力監視機能

XCP 1081 を使用した SPARC Enterprise M3000 サーバに、 消費電力監視機能が追加
されています。

消費電力の監視によ り、 SPARC Enterprise M3000 サーバの動作中、 定期的に電力消
費量を測定できます。 測定された消費電力データは、 設置場所の電流状態を把握した
り、 設置場所の電力設備を再設計した りする際に使用できます。

消費電力を表示するには、 showenvironment power XSCF コマンドを使用します。
SNMP エージェン ト機能を使用して消費電力データを取得するこ と もできます。

注 – SNMP エージェン ト機能を使用して消費電力データを取得するには、 最新の
XSCF 拡張 MIB 定義ファ イルを SNMP マネージャにインス トールします。 XSCF 拡
張 MIB 定義ファ イルについては、 『SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ XSCF ユーザーズガイ ド』 を参照して く
ださい。

showenvironment(8) コマンドの詳細については、 man page を参照して ください。
SPARC Enterprise M3000 サーバの設置については、 『SPARC Enterprise M3000 サー
バ設置計画マニュアル』 を参照して ください。

注 – コンピュータルームまたはオフ ィ スの電力設備を最適化するには、 SPARC 
Enterprise M3000 サーバの消費電力を一定期間にわたって測定する必要があ り ます。
コンピュータルームまたはオフ ィ スでの設置を計画する場合は、 当社技術員までご連
絡ください。
4 Sun SPARC Enterprise M3000 サーバ プロダク ト ノート （XCP 1081 版） • 2009 年 6 月



サポートされているファームウェアおよ
びソフトウェアのバージョン
表 1 に、 本リ リースでサポート されているファームウェアおよびオペレーティ ングシ
ステム （OS） のバージ ョ ンを示します。 

XSCF Web は、 多くのウェブブラウザでサポート されます。 この う ち、 XSCF Web の
動作するこ とが確認されているウェブブラウザは、 表 2 のとおりです。

Solaris パッチ情報
この項では、 M3000 サーバの必須パッチを示します。 

パッチ要件および特別なインス トール手順については、 必ずパッチの README を参
照して ください。

この項に示すパッチ ID は、 インス トールが必要なパッチの最小レベルを表していま
す。 2 桁のサフ ィ ッ クスは、 パッチの最小リ ビジ ョ ンレベルを表しています。 

最新パッチリ ビジ ョ ンがあるかど うか、 http://sunsolve.sun.com を確認して く
ださい。 

表 1 M3000 サーバに使用するファームウェアおよびソフ ト ウェアの最小バージ ョ ン

ファームウェアおよびオペレーテ ィ ングシステム バージ ョ ン

XSCF Control Package （XCP） XCP 1081

Solaris オペレーティングシステム Solaris 10 10/08

Solaris 10 10/06 （必須パッチ適用済み）* 

* パッチについては、 「Solaris パッチ情報」 （P.5） を参照して ください。 
最新パッチリ ビジ ョ ンがあるかど うか、 http://sunsolve.sun.com を確認して
ください。

表 2 確認されたウェブブラウザのバージ ョ ン

ウェブブラウザ バージ ョ ン

Firefox 2.0 および 3.0

Microsoft® Internet Explorer 6.0 および 7.0
 XCP 1081 に関する一般的な情報 5



パッチは、 記載されている順序で適用します。 その他の Solaris OS の情報について
は、 「Solaris OS に関する問題と回避方法」 （P.23） を参照して ください。

Solaris 10 10/08 のパッチ

Solaris 10 10/08 OS 以降を実行する本体装置の場合、 パッチは不要です。

Solaris 10 5/08 のパッチ

Solaris 10 5/08 を実行する M3000 サーバすべてに、 次のパッチが必要です。 これら
のパッチは、 記載されている順序でインス トールする必要があ り ます。

1. 119254-59 （patchadd パッチ） - 次に進む前にシステムを リブート して ください。

2. 138866-01 - 次に進む前にシングルユーザーモードに リブー ト して ください。

3. 137137-09 （KU パッチ） - 次に進む前にシステムを リブート して ください。

4. 138504-04 SunVTS7.0PS3

Solaris 10 5/08 OS は、 通常の操作中にパニッ クまたは ト ラ ップするこ とがあ り ます
（CR 6720261）。 この問題を回避するには、 次のパラ メータをシステム仕様ファ イル
（/etc/system） に設定する必要があ り ます。

set heaplp_use_stlb=0 

その後、 ド メ インを リブート して ください。 

Emulex PCI Express （PCIe） カードのパッチ

次に示す Emulex カードは、 パッチ 120222-27 以降で提供される ド ラ イバが必要で
す。

■ XSEFC402AF Sun StorageTek™ Enterprise Class 4Gb Dual-Port Fibre Channel 
PCIe HBA

■ XSEFC401AF Sun StorageTek Enterprise Class 4Gb Single-Port Fiber Channel 
PCIeHBA
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Solaris パッチの入手方法
Sunsm Connection Update Manager を使用して、 必要に応じてパッチを再インス ト
ールするか、 または最新の必須パッチのセッ トでシステムをアップデートできます。
Sun Connection Update Manager の詳細については、 次の URL にある 『Sun Update 
Connection System Administration Guide』 を参照して ください。 

http://docs.sun.com/app/docs/prod/updconn.sys

または、 次のウェブサイ トにアクセスしてください。

http://wikis.sun.com/display/SunConnection/Update+Manager

システムを登録し、 Sun Connection Update Manager を使用して最新の Solaris OS
パッチを入手するには、 次の 2 つの方法があ り ます。

■ 「Update Manager GUI を使用したパッチの入手」 （P.7） 

■ 「smpatch CLI を使用したパッチの入手」 （P.9）

インス トール情報と README ファ イルは、 パッチのダウンロードに含まれていま
す。

Update Manager GUI を使用したパッチの入手

1. root と して、 次のいずれかの方法で Update Manager を起動します。

■ [JDS Launch] メニューで

[Launch]->[Applications]->[System Tools]->[Update Manager] の順にク リ ッ
ク します。

■ 端末ウ ィ ンド ウで

/usr/bin/updatemanager と入力します。

2. 登録を完了します。 

■ すでに登録している場合は、 ステップ 3 に進みます。

■ まだ登録していない場合は、Update Manager のインターフェースを使用して登
録手続きに進みます。 画面の指示に従います。

注 – Sun Connection Update Manager GUI を使用して登録を完了できない場合は、
コマンド ラ インインターフェース （CLI） を使用してパッチを入手して ください。
「smpatch CLI を使用したパッチの入手」 （P.9） を参照して ください。 
 XCP 1081 に関する一般的な情報 7



3. Update Manager の [Available] タブで、 [Update Collection] ドロップダウンメ
ニューを開き、 [Sun SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 
Servers] を選択します。 

Update Manager は、 必要なパッチがあるかど うか、 システムを分析します。

4. カーネルパッチが推奨される場合、 パッチ ID の左側にあるボッ クスをク リ ッ クし
てこのパッチを選択し、 [Install] ボタンをク リ ッ クします。 

パッチは /var/sadm/spool にダウンロード されます。

注 – カーネルパッチ （パッチ 118833-xx など） のインス トールには、 特別な手順が必
要です （詳細についてはパッチの README を参照して ください）。 多くの場合、 カ
ーネルパッチはダウンロードのみの （対話型） パッチで、 手動でのインス トールが必
要です。 パッチセッ トにあるその他のパッチをインス トールするには、 カーネルパッ
チを先にインス トールする必要があ り ます。

5. カーネルパッチの場合は、 続けて次のように入力します。 

6. 次のファイルに示されているインス トール手順を実行します。
/var/sadm/spool/patchid-xx/README.patchid-xx 

7. patchid-xx をインス トールした後、 shutdown コマンドを使用してシステムを再起
動します。 

reboot コマンドでは、 再起動が必要なパッチのインス トールは完了しません。
Update Manager または shutdown コマンドを使用する必要があ り ます。 

8. 再び Update Manager を起動して、 ステップ 3 と同様にコレクシ ョ ンを選択しま
す。 

9. Update Manager で新しい分析が自動的に開始されない場合は、 [Check for 
Updates] ボタンをクリ ッ クします。

10. パッチの一覧で、 パッチ ID の左側にあるボックスをオンにしてパッチを選択しま
す。

11. [Install] ボタンをクリ ッ クします。 

Update Manager は、 パッチをダウンロード してインス トールします。 

# cd /var/sadm/spool

# unzip patchid-xx.jar

# shutdown -i6
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12. パッチのいずれかでシステムの再起動を求められた場合は、 ステップ 7 の手順に
従います。 

再起動を必要とするパッチをインス トールした場合、 Update Manager によってシ
ステムを再起動できます。 または、 ステップ 7 の説明どおり、 shutdown コマン
ドを使用できます。 再起動を必要とするパッチの場合、 インス トールを有効にす
るために再起動が必要です。 

これでパッチのインス トールは完了しました。 

smpatch CLI を使用したパッチの入手 
1. ファイル /usr/lib/breg/data/RegistrationProfile.properties を

/tmp ディ レク ト リにコピーします。

2. ユーザー名とパスワード、 および必要に応じてネッ トワークプロキシとポート を
追加するように、 ファイル /tmp/RegistrationProfile.properties を編集
します。 

注 – ユーザー名およびパスワードは、 Sun オンラインアカウン トです。 アカウン ト
を作成するには、 http://sunsolve.sun.comにアクセスして ください。 

3. システムを登録します。 

4. 適切なパッチを入手します。 

5. カーネルパッチがあれば、 インス トールします。

カーネルパッチ （118833-xx など） は、 Sun Connection Update Manager でダウン
ロードできます。

a. パッチを /var/sadm/spoolディ レク ト リにダウンロード します。 

b. パッチを解凍します。 

# sconadm register -a -r /tmp/RegistrationProfile.properties

# smpatch set patchpro.patchset=sem3k4k5k8k9k 

# smpatch update -i patchid-xx

# cd /var/sadm/spool

# unzip patchid-xx.jar
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c. ファイル /var/sadm/spool/patchid-xx/README.patchid-xx に示されているイ
ンス トール手順に従って、 パッチをインス トールします。 

6. システムを再起動します。

reboot コマンドでは、 再起動が必要なパッチのインス トールは完了しません。
Update Manager または shutdown コマンドを使用する必要があ り ます。 

7. パッチの一覧を表示します。 

8. パッチをダウンロード してインス トールします。 

9. パッチのいずれかでシステムの再起動が求められた場合は、 ステップ 6 を参照し
て く ださい。 

再起動を必要とするパッチをインス トールした場合、 Update Manager によってシ
ステムを再起動できます。 または、 ステップ 6 の説明どおり、 shutdown コマン
ドを使用できます。 再起動を必要とするパッチの場合、 インス トールを有効にす
るために再起動が必要です。 

これでパッチのインス トールは完了しました。 

XCP 1081 へのアップグレード
XCP 1080 を XCP 1081 にアップグレードできます。 手順については、 『Sun SPARC 
Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ XSCF ユーザーズガイ ド』 を参
照して ください。 

XSCF ファームウェアの リセッ ト

XCP ファームウェアを 1081 以降にアップデート した後、 rebootxscf(8) コマンドを
使用して XSCF を リセッ ト します。

# shutdown -i6

# smpatch analyse

 # smpatch update
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OpenBoot PROM ファームウェアのアップデート

ターゲッ ト ド メ インの OpenBoot™ PROM （OBP） ファームウェアのアップデート を
完了するには、 ド メ インを必ず再起動して ください。 ド メ インは、 アップデート完了
後、 できるだけ早く再起動する必要があ り ます。 

機能の問題と制限事項
こ こでは、 本リ リース時点でわかっている問題および制限事項について説明します。

消費電力監視機能に関する制限事項

以下の状況では、 showenvironment コマンドの出力および XSCF Web に MIB 情報の
電力消費量が正し く表示されないこ とがあ り ます。 その場合は、 1 分間待ってから も
う一度値を確認します。

■ 本体装置の電源投入中または電源切断中、 あるいは電源投入または電源切断の完
了後しばら くの間

■ 電源ユニッ トの活性交換中、 あるいは活性交換の完了後しばら くの間

一般的な機能の問題と制限事項

注 – 分電盤のメ インラ インスイ ッチまたはサーキッ トブレーカーによってシステム
の電源を再投入する場合、 電源を切断した後に少なく と も 30 秒待ってから、 電源を
投入して ください。 

■ 次の語はシステムに予約されているため、 ユーザーアカウン ト名に使用するこ と
はできません。 root、bin、daemon、adm、operator、nobody、sshd、rpc、
rpcuser、ldap、apache、ntp、admin、 および default。

■ Service Processor （SP） を Network Time Protocol （NTP） サーバと して使用しな
いでください。 独立した NTP サーバを使用するこ とによって、 SP と ド メ インで
時刻の一貫性を保つ上で最適な信頼性を得られます。 NTP の詳細については、
Sun Blueprint のマニュアル 『Using NTP to Control and Synchronize System Clocks』
（http://www.sun.com/blueprints/0701/NTP.pdf） を参照して ください。

■ 外部電源制御装置の外部電源制御インターフェースを使用する と き、 次の通知信
号はサポート されていません。

■ OS パニッ クまたは本体装置ハード ウェア異常信号 （*CPUN/RTNU）
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■ 本体装置ハード ウェア異常信号 （電源異常、 温度異常、 ファン異常）
（*ALARM）

■ XSCF を使用し、 XCP をインポート またはファームウェアをアップデートする場
合、 ウェブブラウザ上に Web session ID error が表示されるこ とがあ り ます。 ま
た、 Autologout 設定でタイムアウ ト時間を 30 分以上で指定する と、 Internal 
Server Error が表示されるこ とがあ り ます。 現在のブラウザを閉じてから、 新しい
ブラウザを開いて、 XSCF Web に接続し直して ください。

■ XSCF Web を使用する と きは、 ポップアップブロ ッ ク設定を無効にし、 ブラウザに
検索ツールなどのプラグインが組み込まれている場合はプラグインを削除して く
ださい。

■ XSCF-LAN はオート ネゴシエーシ ョ ンに対応しています。 XSCF-LAN と接続する
ネッ ト ワーク機器は、 オート ネゴシエーシ ョ ンモードに設定して ください。 この
設定を行わず、 XSCF-LAN と全二重固定で設定されているネッ ト ワーク機器を接
続した場合、 IEEE802.3 の規約によって、 XSCF-LAN は半二重モードで通信しま
す。 これによ り、 ネッ ト ワークの通信速度が遅くなった り、 通信異常が発生した
りする場合があ り ます。 

追加情報および手順
こ こでは、 本リ リース時点でわかっている追加の問題および制限事項について説明し
ます。

システムへのログイン

標準的なデフォルトのログインのほかに、 M3000 サーバでは、 admin と呼ばれる一
時的なログインが可能な状態で出荷されます。 これによ り、 シ リ アルポート を介した
リモート初期ログインが可能にな り ます。 本体装置の権限は useradm限定であ り、
変更はできません。 標準の UNIX ユーザー名 / パスワード認証または SSH 公開鍵認
証を使用して一時 admin と してログインするこ とはできません。 一時 admin アカウ
ン トにパスワードはな く、 またパスワードをこのアカウン ト用に追加するこ と もでき
ません。

デフォル トのユーザーと してログインした後や、 一時 admin と してのログインによ
り有効なパスワード と権限を与えられた最初のユーザーが登録された後には、 一時
admin アカウン トは無効とな り ます。

デフォル トのログインが使用される前に一時 admin と してログインできない場合に
は、 showuser -l コマンドを実行するこ とによ り、 他の誰かが上記の操作を実行し
ていないか確認して ください。 
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XSCF Web ブラウザの問題

XSCF Web ブラウザインターフェースでは、 出力が切り捨てられる場合があ り ます。
たとえば、 snapshot 画面で SSH を選択したと き、 Host、 Directory、 ID、 Password
の入力可能文字数が XSCF シェルでの入力可能文字数と一致しません。 [Panic Log]
ページで、 パニッ ク メ ッセージが最後の 50 行分しか表示されません （CR 6756052）。
ブラウザインターフェースで、 監査以外のログサイズ制限が最後の 2 桁しか表示され
ません （CR 6742502）。

出力全体を表示するには、 XSCF Shell コマンド ラ インインターフェース （CLI） を使
用して ください。

WAN ブートサーバからのブート

WAN ブート インス トール方法を使用する と、 HTTP を使用してワイ ドエ リ アネッ ト
ワーク （WAN） 経由でソフ ト ウェアのブート と インス トールを行う こ とができます。
WAN ブートサーバから M3000 サーバをブートできるよ うにするには、 適切な実行
可能ファ イル wanboot をインス トールし、 OpenBoot™ バージ ョ ン 4.24 以降を使用
して、 必要なハード ウェアがサポート されるよ うにする必要があ り ます。

WAN ブートサーバの詳細については、 使用している Solaris 10 OS のバージ ョ ンに対
応する 『Solaris 10 インス トールガイ ド （ネッ ト ワーク インス トール）』 を参照して く
ださい。 Solaris 10 OS のドキュ メン トは次のウェブサイ トにあ り ます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/solaris.10 

実行可能ファ イル wanboot をアップグレード しないと、 本体装置でパニッ クが発生
し、 次のよ う な メ ッセージが表示されます。 

Sun Java Enterprise System 
Sun Java™ Enterprise System ソフ ト ウェアは、 ソフ ト ウェア投資を最大限に活用す
るソフ ト ウェアサービス と ラ イフサイ クルサービスの包括的なセッ トです。 ソフ ト ウ
ェアおよびインス トール手順は、 次のウェブアドレスにあ り ます。

http://www.sun.com/software/javaenterprisesystem/index.jsp

ソフ ト ウェアには、 ご使用の本体装置に必須のパッチが含まれていない場合があ り ま
す。 ソフ ト ウェアのインス トール後、 システムに必須パッチが存在するかど うかを確
認する手順については、 「Solaris パッチ情報」 （P.5） を参照して ください。

krtld: load_exec: fail to expand cpu/$CPU
krtld: error during initial load/link phase
panic - boot: exitto64 returned from client program
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概要およびドキュ メン トについては、 次のウェブサイ トにアクセスして ください。

http://www.sun.com/service/javaes/index.xml 

注 – Java Enterprise System 5 Update 1 をシステムにインス トールするこ とによって
発生する問題 （CR 6644798） に対処するために、 Web Console SMF サービスを有効
にする必要が生じる場合があ り ます。 

▼ Web Console SMF サービスの有効化

● 端末に root と してログインし、 次のように入力します。

システム メモ リの識別

▼ システム内の縮退メモ リの識別

● XSCF にログインし、 システムステータスを表示します。

次に、 マザーボードユニッ ト上の DIMM 番号 0A のメモ リが縮退した例を示しま
す。 

# svcadm enable svc:/system/webconsole:console

XSCF> showstatus

XSCF> showstatus
      MBU_A Status:Normal;
*           MEM#0A Status:Degraded;
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ハードウェアに関する情報

こ こでは、 SPARC Enterprise M3000 サーバのハード ウェアに関する特記事項や問題
点について説明します。

■ 200V 電源装置を使用する場合の注意事項

■ ハード ウェアドキュ メ ン トの変更予定

200V 電源装置を使用する場合の注意事
項
B 型プラグを持つ本体装置では、 本体装置外に 15A の過電流保護装置があるこ とを
確認して ください。 この装置がない場合は、 ノーヒ ューズブレーカー （NFB） やヒ ュ
ーズなどを使用して、 15A の過電流保護を行って ください。 B 型プラグとは、 平行 2
極接地極付プラグ以外の NEMA L6-30、 L6-20、 L6-15、 L5-15 などを指します。
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ハードウェアドキュ メン トの変更予定
この項では、 ドキュ メ ン トの出版後に判明したハード ウェアに関する最新情報および
変更予定を示します。

表 3 に、 ドキュ メ ン トの変更予定を示します。

表 3  ハード ウェアドキュ メン トの変更予定

タイ トル ページ 変更内容

SPARC Enterprise M3000

サーバ設置計画

マニュアル

2-5 「表 2.4 電源コード と コネク ター形状」

香港の電源コード タイプについて、 「IEC 60320 C14」 と記
載されていますが、 正し くは 「BS1363」 です。

以下の注釈を追加します。

注 - B 型プラグを持つ本体装置では、 本体装置外に
15A の過電流保護装置があるこ とを確認して くださ
い。 この装置がない場合は、 ノーヒ ューズブレー
カー （NFB） やヒ ューズなどを使用して、 15A の過
電流保護を行って ください。 B 型プラグとは、 平行
2 極接地極付プラグ以外の NEMA L6-30、 L6-20、
L6-15、 L5-15 などを指します。

SPARC Enterprise M3000

サーバインス ト レーシ ョ ンガイ
ド

2-5 「表 2.4 電源コード と コネク ター形状」

香港の電源コード タイプについて、 「IEC 60320 C14」 と記
載されていますが、 正し くは 「BS1363」 です。

以下の注釈を追加します。

注 - B 型プラグを持つ本体装置では、 本体装置外に
15A の過電流保護装置があるこ とを確認して くださ
い。 この装置がない場合は、 ノーヒ ューズブレー
カー （NFB） やヒ ューズなどを使用して、 15A の過
電流保護を行って ください。 B 型プラグとは、 平行
2 極接地極付プラグ以外の NEMA L6-30、 L6-20、
L6-15、 L5-15 などを指します。
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電源コード とコネクター形状

次の情報は、 『SPARC Enterprise M3000 サーバ設置計画マニュアル』 および 『SPARC 
Enterprise M3000 サーバインス ト レーシ ョ ンガイ ド』 の情報よ り も優先されます。

電源コード と コネク ター形状に関する訂正済みの表は、 次のとおりです。

注 – B 型プラグを持つ本体装置では、 本体装置外に 15A の過電流保護装置があるこ
とを確認して ください。 この装置がない場合は、 ノーヒ ューズブレーカー （NFB） や
ヒ ューズなどを使用して、 15A の過電流保護を行って ください。 B 型プラグとは、 平
行 2 極接地極付プラグ以外の NEMA L6-30、 L6-20、 L6-15、 L5-15 などを指します。

表 2-4  電源コード と コネク ター形状

地域 電源コードのタイプ コネクター形状

日本 NEMA5-15 125V15A IEC 60320 C13

北米 NEMAL6-15 250V15A

中国 GB 2099.1 250V15A

香港 BS1363 250V15A

韓国 IEC60320-C14 250V15A
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『SPARC Enterprise M3000 サーバサービスマニュ
アル』 の変更予定

次の情報は、 『SPARC Enterprise M3000 サーバサービスマニュアル』 の情報よ り も優
先されます。

XSCF コマンドを使用した電源切断

こ こでは、 「4.5.1.1 XSCF コマンドを使用した電源切断」 を変更します。

1. 本体装置の電源を切断することをユーザーに通知します。

2. 必要に応じて、 システムファイルとデータをバッ クアップします。

3. XSCF シェルにログインし、 poweroff コマンドを入力します。

poweroff コマンドを使用する と、 次の処理が実行されます。

■ Solaris OS が完全にシャ ッ ト ダウンします。

■ 本体装置の電源が切断されて、 本体装置がスタンバイモードにな り ます （XSCF
ユニッ ト と 1 つのファンは電源が投入されたままにな り ます）。

詳細については、 使用している本体装置の 『XSCF リ ファレンスマニュアル』 を参
照して ください。

注意 – 電源コードを抜かないと電気的故障が発生する可能性があ り ます。 本体装置
の電源を完全に切断するには、 すべての電源コードを抜く必要があ り ます。

XSCF> poweroff -a
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DIMM 情報の説明

B.1 DIMM 情報の確認、 図 B-1 DIMM 情報の説明。

図 B-1 に、 DIMM 情報の例を示します。

図 B-1 DIMM 情報の例

MEM#0A Status:Normal;             

+ Code:ce0000000000000001M3 93T2950EZA-CE6 4145-473b3c23;             

+ Type:1A; Size:1 GB; 

メモリスロッ ト

DIMM サイズ
1: 1 ギガバイ ト

2: 2 ギガバイ ト

DIMM ランク
A: 1 ランク
B: 2 ランク
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ソフ トウェアに関する情報

こ こでは、 次の内容について説明します。

■ 「XCP に関する問題と回避方法」 （P.21）

■ 「Solaris OS に関する問題と回避方法」 （P.23）

■ 「ドキュ メ ン トの変更予定」 （P.29）

こ こでは、 特定のソフ ト ウェアとファームウェアの問題とその回避方法について説明
します。 パッチを入手する方法、 およびこれらの問題を修正するパッチが入手可能か
ど うかを確認する方法については、 次のウェブサイ トにアクセスして ください。

http://sunsolve.sun.com 

XCP に関する問題と回避方法
表 1 に、 XCP の問題と実行可能な回避方法を示します。 

表 1 XCP の問題と回避方法  ( １ / ２ )

ID 説明 回避方法

6723305 XSCF Web で、 サマータイムが正し く表示され
ません。

回避方法はあ り ません。 showlogs(8) コマンド
を使用して、 サマータイムの時刻を確認して く
ださい。

6741770 SNMP ト ラ ップホス トの設定を変更しても、
setsnmp disable と setsnmp enable を実
行するまで反映されません。

次のよ うに SNMP の設定を変更します。
XSCF> setsnmp disable
XSCF> setsnmp enable
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6757614 XSCF Web のネッ ト ワーク設定では、
setnetwork -r オプシ ョ ンに相当する機能が
サポート されていません。 また、 ホス ト名やド
メ イン名に localhost や localdomain を指定す
る と、 「SessionID has expired」 とい うエ
ラーメ ッセージが出力されます。

XSCF シェルで setnetwork -r コマンドを実
行して ください。

6761674 OBP コマン ドの probe-scsi-all を最初に実
行する と きは、 外部 SAS ポート経由で接続さ
れたすべてのデバイスが表示されないこ とがあ
り ます。

probe-scsi-all コマンドを再実行して くだ
さい。

6765468 タ イムゾーンの値が 3 文字ではない場合、 エ
ラーログが XSCF Web の [Error Log] ページに
表示できません。 また、 XSCF Web の [Panic 
Log] ページおよび [IPL Message Log] ページ
で、 表の日付が 「---」 と表示されます。

XSCF シェルで showlogs(8) コマンドを使用し
て ください。

6767612 PCI スロ ッ ト エラーが検出されたと きに、 モニ
タ メ ッセージログが登録されないこ とがあ り ま
す。

回避方法はあ り ません。

showlogs error コマンド または fmdump コ
マンドを使用して、 PCI スロ ッ トの障害情報を
確認して ください。

6789066 In the settimezone -c adddst コマンドで、 タイ
ムゾーンの短縮形およびサマータイムの名前に
8 文字以上を設定した場合、 showlogs コマン
ドを実行する と、 セグ メ ンテーシ ョ ンの障害が
発生し、 エラーにな り ます。

タ イムゾーンの短縮形およびサマータイムの名
前は、 7 文字以下で指定して ください。

表 1 XCP の問題と回避方法  ( ２ / ２ )

ID 説明 回避方法
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Solaris OS に関する問題と回避方法
この項では、 Solaris OS に関する問題について説明します。 表 2 に、 使用している
Solaris OS リ リースに応じて発生し う る問題を示します。 表 3 に、 Solaris 10 10/08 で
修正された問題を示します （これらの問題は、 Solaris 10 5/08 を実行しているシステ
ムではまだ発生する可能性があ り ます）。

サポート されているすべてのリ リースの Solaris 
OS に関する問題

サポート されている リ リースの Solaris OS で発生し う る問題を、 表 2 に示します。 

表 2 サポート されているすべてのリ リースの Solaris OS に関する問題と回避方法  ( １ / ４ )

CR ID 説明 回避方法

6440061 ド メ インのコンソールに次のメ ッセージが表示
される こ とがあ り ます。

ipsec_check_inbound_policy: Policy

Failure for the incoming packet

(not secure)

このメ ッセージは無視しても差し支えあ り ませ
ん。

6531036 boot net によるインス トール後に、 エラーメ ッ
セージ network initialization failed
が繰り返し表示されます。

回避方法はあ り ません。 このメ ッセージは無視
しても差し支えあ り ません。

6532215 ド メ インのブート時に volfsや dscp サービ
スの起動が失敗するこ とがあ り ます。

サービスを再起動して ください。 この問題を事
前に回避する場合は、 以下のコマンドを実行し
て ください。
# svccfg -s dscp setprop 
start/timeout_seconds=count: 300
# svccfg -s volfs setprop 
start/timeout_seconds=count: 300
# svcadm refresh dscp
# svcadm refresh volfs

6572827 prtdiag -v コマンドで PCI バスのタイプが
間違って出力されます。 PCI-X リーフデバイス
が 「PCI」、 レガシー PCI デバイスが 「UNKN」
と表示されます。

回避方法はあ り ません。

6623226 lockstat(1M) または dtrace lockstat プ
ロバイダで、 システムパニッ クが発生するこ と
があ り ます。 

これはパッチ 140336-01 で修正済みです。

[ 回避方法 ]
Solaris の lockstat(1M) コマン ドおよび dtrace 
lockstat プロバイダを使用しないでください。 
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6660168 ド メ イン上で ubc.piowbeue-cpu エラーが発
生する と Solaris Fault Management cpumem-
diagnosis モジュールが失敗し、 FMA サービス
が停止するこ とがあ り ます。 これが発生する
と、 コンソールログに以下の例のよ うに出力さ
れます。
SUNW-MSG-ID: FMD-8000-2K, TYPE: 
Defect, VER: 1, SEVERITY: Minor
EVENT-TIME: Fri Apr  4 21:41:57 PDT 
2008
PLATFORM: SUNW,SPARC-Enterprise, CSN: 
2020642002, HOSTNAME: <hostname>
SOURCE: fmd-self-diagnosis, REV: 1.0
EVENT-ID: 6b2e15d7-aa65-6bcc-bcb1-
cb03a7dd77e3
DESC: A Solaris Fault Manager 
component has experienced an error 
that required the module to be 
disabled.Refer to 
http://sun.com/msg/FMD-8000-2K for 
more information.
AUTO-RESPONSE: The module has been 
disabled.Events destined for the 
module will be saved for manual 
diagnosis.
IMPACT: Automated diagnosis and 
response for subsequent events 
associated with this module will not 
occur.

REC-ACTION: Use fmdump -v -u <EVENT-
ID> to locate the module.Use fmadm 
reset  <module> to reset the module

fmd サービスが停止した場合は、 復 旧 させるた
めに、 ド メ イン上で以下のコマンドを実行して
ください。 
# svcadm clear fmd 

その後、 cpumem-diagnosis を再起動します。
# fmadm restart cpumem-diagnosis

6668237 DIMM を交換しても、 該当する DIMM の故障
がド メ インから消去されません。

以下のコマンドを実行して ください。
# fmadm repair fmri|uuid 
# fmadm rotate

表 2 サポート されているすべてのリ リースの Solaris OS に関する問題と回避方法  ( ２ / ４ )

CR ID 説明 回避方法
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6679370 システムのブート中、 ホッ トプラグによる PCI
ボッ クスの追加中、 または DR による FMEMA
の操作中に、 次のメ ッセージがコンソールに出
力される こ とがあ り ます。
SUNW-MSG-ID: SUN4-8000-75, TYPE: 
Fault, VER: 1, SEVERITY: Critical
...
DESC:
A problem was detected in the 
PCIExpress
subsystem.
Refer to http://sun.com/msg/SUN4-
8000-75 for more information.
...

/etc/system に次の行を追加し、 ド メ インを
リブー ト して ください。
set pcie_expected_ce_mask = 0x2001

6680733 Sun Quad-port Gigabit Ethernet Adapter UTP

（QGC） および Sun Dual 10 GigE Fiber XFP 
Low Profile Adapter （XGF） NICs に高負荷が
かかっている と、 パニッ クを起こす場合があ り
ます。

これはパッチ 139570-01 で修正済みです。

6689757 単一の XFP 光ト ランシーバまたは正し く取り
付けられていない XFP 光ト ランシーバで Sun 
Dual 10 GigE Fiber XFP Low Profile Adapter
（XGF） を使用する と、 次のエラーがコンソー
ルに表示されるこ とがあ り ます。
The XFP optical transceiver is broken 
or missing.

これはパッチ 139570-01 で修正済みです。

両方の XFP 光ト ランシーバが筐体にしっかり と
装着されている こ とを確認して ください。 
INTEL と Sun の XFP 光ト ランシーバを同じア
ダプターに混在させないでください。

ポートに XFP 光ト ランシーバが含まれていない
場合、 またはポートに XFP 光ト ランシーバが含
まれていても未使用の場合は、 ifconfig コマ
ン ドでポート を精査しないでください。

6723202 M3000 サーバのオンボード SAS/LSI コン ト
ローラを使用してハード ウェア RAID を構築す
るために、 raidctl コマンドを使用するこ と
はできません。 
raidctl コマンドは、 ディ スクやコン ト ロー
ラのステータスを確認するために使用した り、
システムにインス トールされている PCI ホス ト
バスアダプター （HBA） で使用した りする こ と
ができます。

回避方法はあ り ません。 この問題は解決する予
定はあ り ません。

6725885 cfgadm を使用する と、 存在しない M3000 シ
ステムボード （SB1 から SB15） が表示されま
す。 

cfgadm の出力にある SB1 から SB15 は無視して
ください。 

表 2 サポート されているすべてのリ リースの Solaris OS に関する問題と回避方法  ( ３ / ４ )

CR ID 説明 回避方法
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6737039 M3000 サーバの WAN ブートが、 ブートプロセ
スの初期段階でのパニッ クによ り断続的に失敗
します。 出力例 :
ERROR: Last Trap: Fast Data Access MMU 
Miss
%TL:1 %TT:68 %TPC:13aacc %TnPC:13aad0 
%TSTATE:1605
%PSTATE:16 ( IE:1 PRIV:1 PEF:1 )
DSFSR:4280804b ( FV:1 OW:1 PR:1 E:1 
TM:1 ASI:80 NC:1 BERR:1 )
DSFAR:fda6f000 DSFPAR:401020827000 D-
TAG:6365206f66206000

シャーシの電源を切断して投入し、 操作を再実
行して ください。 

6745410 システムをブート しないよ うにする Kadb オプ
シ ョ ンが、 ブートプログラムで無視されます。

kadb の代わりに kmdb を使用して ください。

6765239 複数の SAS ターゲッ トにつながる SAS デバイ
スが、 オンボートの外部 SAS インターフェー
スに接続されている場合、 正常に動作しませ
ん。 デバイス内のターゲッ ト ID の リ ス トは、
リブー ト後に変更される こ とがあ り ます。

複数の SAS ターゲッ トにつながるデバイスをオ
ンボートの外部 SAS インターフェースに接続し
ないでください。 Sun StorageTek Host Bus 
Adaptor （SG-XPCIE8SAS-E-Z） を使用して くだ
さい。 または、 このバグに対するパッチが入手
可能かど うかを確認して ください。

表 2 サポート されているすべてのリ リースの Solaris OS に関する問題と回避方法  ( ４ / ４ )

CR ID 説明 回避方法
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Solaris 10 10/08 で修正された Solaris の問題

表 3 に、 Solaris 10 10/08 OS で修正された問題を示します。 Solaris 10 5/08 を使用す
る と、 これらの問題が発生する可能性があ り ます。

表 3 Solaris 10 10/08 で修正された Solaris OS の問題と回避方法  ( １ / ２ )

CR ID 説明 回避方法

6533686 XSCF でシステム リ ソースが不足している場合、
カーネルメモ リ を移動する DR deleteboard
または moveboard操作が、 次に示す 1 つ以上
のエラーで失敗するこ とがあ り ます。
SCF busy 
DR parallel copy timeout

この問題が発生するのは、 マルチド メ インのホ
ス トである Quad-XSB 構成のシステムボードだ
けです。

これはパッチ 138397-01 で修正済みです。

後で、 DR 操作を再実行して ください。 

6556742 DR 時に DiskSuite が metadb を読めない場
合、 システムがパニッ ク します。 このバグの影
響を受けるカードは次のとおりです。

• SG-XPCIE2FC-QF4, 4-Gigabit PCI-e Dual-
Port Fiber Channel HBA

• SG-XPCIE1FC-QF4, 4-Gigabit PCI-e Single-
Port Fiber Channel HBA

• SG-XPCI2FC-QF4, 4-Gigabit PCI-X Dual-
Port Fiber Channel HBA

• SG-XPCI1FC-QF4, 4-Gigabit PCI-X Single-
Port Fiber Channel HBA

metadb の複製コピーに別のホス トバスアダプ
ターを介してアクセス可能であれば、 パニッ ク
は回避できます。 
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6608404 X4447A-Z, PCI-e Quad-port Gigabit Ethernet 
Adapter UTP カードをホッ ト プラグ操作で取り
付ける と、 他のネッ ト ワークデバイスに障害が
発生する場合があ り ます。

回避方法はあ り ません。 

6614737 次のいずれかの状況が存在する場合、 DR 
deleteboard(8) および moveboard(8) 操作が
ハングするこ とがあ り ます。

DIMM が縮退している。

ド メ インに含まれる各システムボードのメモ リ
サイズがそれぞれ異なっている。 

Solaris 10 5/08 またはそれよ り前の場合、 これ
はパッチ 137111-01 で修正済みです。

次のいずれかの状況が存在する場合、 DR 操作
を実行しないよ うにして ください。

• 縮退メモ リ  – システムに縮退メモ リが含まれ
ているかど うかを確認するには、 XSCF コマ
ン ド showstatus を使用します。 出力例につ
いては、 「システム メモ リの識別」 （P.14） を
参照して ください。

• 異なる メモ リサイズ – ド メ インに含まれる各
システムボードのメモ リサイズがそれぞれ異
なっているかど うかを確認するには、 XSCF
コマンド showdevices またはド メ インで
prtdiag コマン ドを使用してメモ リサイズの
リ ス ト を表示します。 出力例については、 「シ
ステム メモ リの識別」 （P.14） を参照して くだ
さい。 

DR コマンドがハングした場合は、 復 旧 させる
ためにド メ インを リブー ト して ください。

6720261 ド メ インで Solaris 10 5/08 OS が稼働している
場合、 通常の操作中に、 システムがパニッ クま
たは ト ラ ップする こ とがあ り ます。

これはパッチ 137137-09 で修正済みです。

[ 回避方法 ]
次のパラ メータをシステムに設定します。

仕様ファ イル （/etc/system） :
set heaplp_use_stlb=0

その後、ドメインをリブートしてください。

表 3 Solaris 10 10/08 で修正された Solaris OS の問題と回避方法  ( ２ / ２ )

CR ID 説明 回避方法
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ドキュ メン トの変更予定
この項では、 M3000 サーバのドキュ メン トの出版後に判明したソフ ト ウェアに関す
る最新情報を示します。 

『Sun SPARC Enterprise M3000/M4000/M5000/M8000/M9000 サーバ XSCF リ ファレン
スマニュアル』 に関する変更内容はマニュアルのみに適用されます。 XSCF man page
が正確です。

表 4 に、 ドキュ メ ン トの変更予定を示します。

表 4 ドキュ メ ン トの変更予定 ( １ / ２ )

ドキュ メン ト 変更対象 変更内容

SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/

M8000/M9000 サーバ

XSCF ユーザーズガイ ド

2-34ページ 「ロ ッ クアウ ト時間に 0 分を指定してロ ッ クアウ ト機
能を無効にする場合、 任意のユーザーアカウン ト で
最初のログインに成功する と、 ロ ッ クアウ ト機能は
無効にな り ます。 無効設定後、 最初のログインに失
敗する と、 ロ ッ クアウ ト機能は無効にな り ません。
★ To disable the account lockout function you must 
set 0 minutes again. ★」 とい う説明は、 次のよ うに
変更されます。

「setloginlockout コマンドで、 -s 0 を指定する と、 ロ
ッ クアウ ト機能を無効にできます。

ロ ッ クアウ ト機能を無効に設定した場合、 ユーザー
は何回でもログインを試みるこ とができるよ うにな
り ます。 ロ ッ クアウ ト時間が経過する前にロ ッ クア
ウ ト されたユーザーアカウン トにアクセスする必要
がある場合は、 システム管理者にロ ッ クアウ ト機能
を無効にしても らい、 ログインが許可された後、 ロ
ッ クアウ ト時間を設定してロ ッ クアウ ト機能を再度
有効にして ください。」

SPARC Enterprise
M3000/M4000/M5000/

M8000/M9000 サーバ

XSCF ユーザーズガイ ド

3-4ページ 「ド メ インコンソールは強制ログアウ ト しません。」
とい う説明は、 次のよ うに変更されます。

「ド メ インから ログアウ ト しないで、 ド メ インコン
ソールから XSCF シェルコンソールに戻った場合は、
自動的にド メ インから ログアウ ト されます。 ド メ イ
ンコンソールを放置した場合のセッシ ョ ンタ イムア
ウ ト時間を設定する場合は、 Solaris OS のマニュアル
を参照して ください。」

Sun SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000
/M9000 サーバ XSCF リ ファ
レンスマニュアル

新しいコマンドの setloginlockout(8) および

showloginlockout(8) は、 リ ファレンスマニュアル
に記載されていません。 
詳細については、 man page を参照して ください。
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Sun SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000
/M9000 サーバ XSCF リ ファ
レンスマニュアル

setssh(8)コマンド 次に示す新しいオプシ ョ ンは、 マニュアルに記載さ
れていません。

-m dscp=mode

詳細については、 setssh の man page を参照して く
ださい。

Sun SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000
/M9000 サーバ XSCF リ ファ
レンスマニュアル

showenvironment(8)

コマンド

-power オプシ ョ ンは、 マニュアルに記載されていま
せん。

詳細については、 showenvironment の man page
を参照して ください。

Sun SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000
/M9000 サーバ XSCF リ ファ
レンスマニュアル

showssh(8)コマンド SSH の現在の値を表示する方法の説明は、 マニュア
ルに記載されていません。

詳細については、 showssh の man page を参照して
ください。

Sun SPARC Enterprise 
M3000/M4000/M5000/M8000
/M9000 サーバ XSCF リ ファ
レンスマニュアル

traceroute(8)コマ
ンド

ユーザー権限内の以下の記述は削除されます。

• DSCP アドレスに対して実行する場合
fieldeng

オペラン ド内の記述に、 以下の内容が追加されます。

DSCP アドレスを指定した場合はエラーとな り ます。

表 4 ドキュ メ ン トの変更予定 ( ２ / ２ )

ドキュ メン ト 変更対象 変更内容
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